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みんな強く
やさしく 子どもたちに
うそをつかず 育ってほしい
ちょうせんする R4.7.15宮 翔

１学期も来週水曜日までとなりました。
２１日からは、子供たちの楽しみにして

いる夏休みに入ります。保護者の皆様、地
域の皆様方には、これまで多くの御支援、
御協力をいただきました。ありがとうござ
いました。また、いくつかの御意見もいた
だき、改善できる部分は改善してきたつも
りです。まだまだ行き届かない面もあった
かと思いますが、「保護者からの学校評価」
の内容等も踏まえ、少しずつ改善を重ねて
いきたいと思います。
夏休み等の長期休業中に私が一番心配し

ているのは、子供たちの事故です。電話が
鳴る度にドキッとします。１学期は、道路
での危ない行動も見られ、ドライバーの方
から、注意喚起もありました。
◆ 飛び出さない。
◆ 周りをよく見る。
◆ 道路際で遊ばない。
◆ ヘルメットをかぶる。（自転車）
これらのことに十分注意して、安全に過

ごしてほしいと願っています。

「何だ、このタイトルは？」と思われた
ことでしょう。
１学期の校長研修会での教育長講話に出

てきた言葉です。少し、詳しく調べてみま
した。以下の言葉が有名です。

ルソーといえば、学生の時、聞いた記憶
のある方も多いのでは……。３００年ほど
前のフランスの思想家です。先の言葉は、
「エミール」という教育論を述べた著書に
あるものです。
この言葉には、続きがあります。

もうすぐ夏休み

子供を確実に不幸にする方法は……

■ 子供を不幸にする一番確実な方法
は何か、それをあなたがたは知って
いるだろうか
それは、いつでも何でも手に入れ

られるようにしてやることだ。
【ジャン ジャック ルソー】

拒絶になれていない子どもは、欲しい
ものが手に入らないことより、拒絶され
たことを一層辛く考えることになる。

「世の中は、望み通りにはならない」と
いうことを、子供たちは、社会生活の中で
学びます。しかし、「ほぼ何でも望み通り
になる環境」を与えられ続けてきた子ども
は、思い通りにならないときに、「拒絶さ
れた」と感じ、誰かを憎んだり、何でも人
のせいにして、我慢することができないの
かもしれません。
正直、学校でも「我慢できない子供たち」

が増えています。「普通のことが普通にで
きない子」も増えています。授業中、静か
に座っていられない子、教科書すら開こう
としない子、机の上にうつ伏せる子、廊下
を走り回る子、掃除をさぼろうとする子…。
どの学年にも結構多く存在します（１年生
はまだ仕方ありませんが）。興味のないも
のにはまじめに取り組まない、我慢してま
ではやらない子が増えている印象です。
私が若い頃は、少なくとも小学校では、

あまり見られなかった光景です。
近年、「十分に与えたり、何でも受容し

たりすることが愛情」と誤認識されていな
いでしょうか。子供たちの先回りをし、失
敗しないように環境を整えたり、与えすぎ
たりしてきたことのツケが、子どもたちに
回ってきているのかもしれません。
今回は、後半、少し厳しいことを具体的

に書きました。しかし、これが現実であり、
全国的な問題でもあります。

【ちょっと一言】
迎田教頭が感心したそうです。
登校中の児童が、神宮前で道路を渡ると

き、「止まってくれた車」と「渡してくれ
た立哨の保護者の方」それぞれに深々と頭
を下げて感謝の意を示していたとのこと。
神宮前では、こういう光景をよく見かけま
す。重点的に学校で指導しているわけでは
ないので、この行動は、各御家庭での家庭
教育の結果なのだろうと思います。こうい
うことが自然にできるのは素晴らしいです
ね。 校長 鎌田広文
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